
「めͬき加工ॲ理」とは、金ଐをは͡めプラスチック、
セラミック、Ψラス、ણҡなど様々な物質のද໘に金や銀、
ニッケル、クロムなどのബい金ଐບを付着させる技術で
ある。౰社は、1�51年の創業Ҏ来、工業用クロムめͬき
加工をઐ門に行ͬており、これまでめͬき加工技術のݚ
ᮎに౒めてきた。
めͬきの目的は、「装০性」、「耐食性」、「機能性」に
大ผされる。౰社の「工業用クロムめͬき」は、ߗ質ク
ロムを用いた電ؾめͬき加工であり、耐ຎ໣性や耐೤性、
耐食性など機械的特性に༏れた効果を発شし、電ؾめͬ
きの中でද໘を最もߗく࢓上げるめͬき加工である。電
めͬきとは、ඃめͬき物をӄ極、めͬきする金ଐをཅؾ
極とし、めͬき金ଐの水溶ӷの中で電ؾ分解により、ඃ
ບを形成させるද໘ॲ理方法である。例͑ば、自動車部
品にある、Կ度もࡲれたり、Ϳつかり合ͬたり、೤をͬ࣋
たりする部分には「クロムめͬき」はෆՄܽとされている。
クロムめͬきॲ理を施した際にできるബいບは、「ߗ質
クロムめͬきඃບ」とݺばれ、その構造はめͬき溶ӷの
組成、ೱ度、温度、電ྲྀ密度などの৚件によͬて変化する。
ݺ質クロムめͬきඃບには、「マイクロクラック」とߗ
ばれる、目に͑ݟない小さな「ُ྾」が生͡ることがある。
これはߗ質クロムめͬきඃບの加工工程で生͡るもの
で通常、ܽ ؕとはならない。しかし、データストレージ（情
報஝ੵ・保管）用࣓ؾテープを製造する際、この࣓ؾテー
プをרき取るローラーに施すߗ質クロムめͬきൽບのク
ラックが࣓ؾテープにసࣸされ、ノイズが発生すること
が൑໌している。このクラックにより࣓ؾテープへの書
きࠐみ量にӨڹが出て、ه࿥量が制ݶされることが໰୊
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成果
皮膜サンプルの観察、解析の結果、
最適な加工条件を導き出すことがで
きた。クラック数管理基準を開発し
たことで、ノークラック被膜実現へ
の第一歩を踏み出すことができた。

経緯
磁気テープのノイズ発生原因で
ある、硬質クロムめっき被膜の
マイクロクラックを、ノーク
ラック被膜とするためクラック
数管理の必要があった。

実施内容
クラック数を管理するため、組成、濃度、
温度、電流密度などめっき液の条件を選
定。異なる条件のめっきサンプルを走査
型電子顕微鏡で観察、解析することによ
り、被膜面の評価を実施。
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になͬている。
現在、エレクトロニクス産業では、低コストで製造で
きる࣓ؾテープが࠶び注目され࢝めている。ण໋が短い
とݴΘれているハードディスクに対し、࣓ؾテープは 30�
年ؒも性能のҡ࣋がՄ能であり、これは加速ධ価試験で
実証されている。加͑て、オフラインによる保管がՄ能
であり、ハッキング（ଞ人のコンピュータにෆ正৵入す
ること）によるデータの改͟Μや౪೉のڪれもない。こ
れらのメリットに加͑、最大の特௃は、そのه࿥容量の
多さである。テープをബくし、長くすることでه࿥領域
の拡ுにつながり、現行࣓ؾテープの ࿥هあたりのר1
容量は、現行ストレージメディア（஝ੵ・保管する媒体）
の中では最大なものとなる。
こうしたことから、今後࣓ؾテープのニーズは高まる
と予૝され、ߗ質クロムめͬきඃບのクラック໰୊は、
に解ܾす΂き՝୊であると考͑た。これらのことをٸૣ
౿ま͑、本事業ではノークラックඃບの形成を目的とし
て、様々な৚件Լで加工ॲ理したߗ質クロムめͬきඃບ
のクラックの࡯؍、成分分析とともにクラック਺管理の
৚件を導き出す事業に着手した。

ない͑ݟでは؟質クロムめͬきඃບのクラックは೑ߗ
ため、これをݟるためには電子ݦඍڸが必要となる。౰ॳ、
形ঢ়解析レーβーݦඍڸの導入を予定していたが、ߗ質
クロムめͬきඃບを施した鉄ૉ材のൽບサンプルද໘の
解析及びඃບධ価をするためには、૸査型電子ݦඍڸが
దしていることが൑໌した。૸査型電子ݦඍڸは、鉄ૉ
材ൽບサンプルද໘の࡯؍と同࣌に成分分析もՄ能であ

るため、大෯なクラック਺管理の開発工਺削ݮにもつな
がることが予૝され、30ສഒという高ഒ率を有する૸査
型電子ݦඍڸを本事業によりߪ入した。
クラック਺管理の開発を実施するにあたり、ߗ質クロ
ムめͬきඃບの解析及び加工৚件を定めた。ߗ質クロム
めͬきは、クロムࢎの水溶ӷに浸௮して行う加工ॲ理で
ある。この水溶ӷに電ؾをྲྀすことにより、金ଐイオン
がプラス極よりマイナス極にҠ動してߗ質クロムめͬき
ඃບが形成される。クロムࢎのൺ率やೱ度、温度、電ྲྀ
密度などの৚件によりඃບ構造は変化するため、どの৚
件のԼで加工した場合、クラック਺に変化が生͡ること
となるのか、次の 7छの৚件を定めクラック਺増ݮを؍
ることとした。
・めͬきӷ組成਺　5通り
・めͬきӷೱ度　4通り
・めͬきӷ温度　4通り
・電ྲྀ密度　7通り
・通電方法　4通り
・前ॲ理　�通り
・前加工　5通り
上هにڍげた৚件を組み合Θせただけでも大きな਺の
加工৚件が考͑られ、それに応͡てൽບ構造は変化する
ため、どの৚件の組み合Θせがクラックの増ݮにӨڹを
もたらすかはෆ໌であͬた。しかし、౰社が �0年Ҏ上に
Θたりഓͬてきた経験及びこれまでにはなかͬた加工৚
件を考案しながら、֤৚件におけるクラック਺増ݮへの
Өڹを解析した。解析にはඃບサンプルのද໘を੾断し、
૸査型電子ݦඍڸによりこの断໘を 2,000 ഒのഒ率で؍
ຏしݚした΄か、ද໘を࡯ 250ഒ、1,000 ഒ、2,000�ഒ
のഒ率で࡯؍した後、クラック਺を計測した。

ඃບサンプルの解析、࡯؍の݁果、֤৚件におけるク
ラックを最少に཈͑る加工৚件を導き出すことができた。
しかし、す΂ての加工৚件において、めͬきද໘に水
ૉのؾ๐੻が確ೝされた。これが࣓ؾテープにసࣸし、
ѱӨڹを及΅すおそれがあることがΘかり、ؾ๐੻をݮ
少させることが今後の検౼՝୊となる。
また、૸査型電子ݦඍڸを導入したことにより、鉄ૉ
材をサンプルにした֤々の৚件Լで؍測、ه࿥がՄ能と
なͬたことは大きな成果とい͑る。これにより、クラッ
ク਺の発生を管理することがՄ能となり、最ऴ目ඪであ
る「ノークラックඃບ」へのୈ一าを౿み出すことがで
きた。

ओに海外で需要が増加している「データه࿥用࣓ؾテー
プ」は、世քで།一、日本だけが生産している製品であ
る。՝୊となͬていたߗ質クロムめͬきඃບのクラック
໰୊をいちૣく解ܾすることで、エレクトロニクス産業
への販路拡大が期଴される。また、本事業で開発した「ߗ
質クロムめͬきのクラック਺が管理されたඃບ」は、「デー
タه࿥用࣓ؾテープ」メーカーの新規製造設備のみなら
ͣ、既存製造設備での࠶めͬきॲ理もՄ能であることか
ら、低コストでの࣓ؾテープメンテナンスや生産設備構
築の提案を行ͬていく方਑である。
今後は、最ऴ目ඪであるߗ質クロムめͬきඃບのノー
クラック化を目指し、さらに検証、解析を重Ͷ日本の産
業にݙߩしていきたいと考͑ている。

解析には皮膜サンプル表面や断面を様々な倍率で観測。クラック数を計測した。

様々な条件のもとで作られた硬質クロムめっき皮膜のマイクロクラックの発生を常時把握。

硬質クロムめっき皮膜はクロム酸の濃
度や比率、温度、電流密度などの加工
条件によって構造が異なる。

開発者の奥居大輔さん。様々な条件下
の中から最適な条件を選定し、ノーク
ラック化を目指している。

30万倍の高倍率を有する走査型電子顕
微鏡。観察と同時に成分分析が可能で
あるため、大幅な開発工数の削減にも
つながった。
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